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ごあいさつ 

当社は昭和 44 年 10 月に設立以来、廃棄物処理業、浄化槽の保守点検及び清掃作業で 

地球環境保全への取組として、地球環境問題の悪化を防ぐべく小型合併浄化槽の普及促進 

産業廃棄物及び一般廃棄物の再資源化・再利用、手賀沼及び 1 級河川の水質浄化に向けて 

従業員一丸となり、事業活動を通じて地域の環境保全活動に取組んでいきます。 

お客様各位のご期待にお応えする所存でございますのでご指導、ご鞭撻のほどよろしく 

お願いいたします。 

                         株式会社 大山清運 

                          代表取締役 山口 貴司 

 

環境経営方針 
≪基本理念≫ 

株式会社大山清運は、昭和 44 年創立以来、廃棄物処理業、浄化槽保守点検及び清掃作業に 
専念してきました。環境保全への取組として、地球環境問題の悪化を防ぐべく小型合併浄化

槽の普及推進、産業廃棄物及び一般廃棄物の再資源化・再利用、手賀沼及び 1 級河川の水質

浄化に向けて従業員一丸となり、事業活動を通じて地域の環境保全活動に取り組んでいきま

す。 

≪行動方針≫ 

１． 事業活動を通じて、環境保全、汚染の予防を図るため、環境マネジメントシステムを 
構築、運用し、環境保全活動の継続的改善に努めます。 

 
２．環境に関する法規制及び当社が約束したことを遵守します。 
 
３．具体的に次のことに取組みます。 
   ①電気、化石燃料の節減により二酸化炭素排出量の削減に努めます。 
   ②廃棄物の削減ためにリデュース、リユース、リサイクルに努めます。 
   ③節水により水使用量削減に努めます。 
   ④化学物質管理に取り組みます。 
   ⑤浄化槽の保守点検・清掃による環境保全、知識普及に努めます。 
   ⑥環境保全の地域活動推進で社会貢献に努めます。 
 
４．環境方針は掲示し、全従業員に周知させます。 
 
                     制定日 2010 年 6 月 2 日 
                     改訂日 2019 年 10 月 21 日 
                      株式会社 大山清運 
                       代表取締役 
                           山口 貴司 
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１．事業活動の概要 
  （１）事業者名及び代表者氏名 

     株式会社 大山清運 

     代表取締役  山口 貴司 

  （２）所在地 

     本社      千葉県柏市松ヶ崎 363 番地 1 号 

     我孫子支店   千葉県我孫子市柴崎 167 番地 1 号 

布施保管所   千葉県柏市布施 516 番地 

     取手支店    千葉県取手市駒場 2 丁目 14 番地 18 号 

                 （活動実績がないため認証対象外）      

  （３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

      環境管理責任者：  大山 智行 

       TEL： 04-7184-2210 

       FAX： 04-7165-3322 

  （４）事業の内容 

     ・浄化槽の保守点検・清掃・修理業 

     ・ビル・マンション等の汚水管清掃業 

     ・汚水・雑排水槽清掃業 

     ・宅地内排水管清掃業 

     ・地域合併処理場、終末処理施設、農業集落排水施設の維持管理業 

     ・一般廃棄物・産業廃棄物収集運搬業 

     ・樹木の消毒業 

   （５）事業の規模 

     法人設立年月日： 1969 年 10 月 

     資本金    ： 1000 万円 

     売上高    ： 628 百万円 （令和 3 年度：2021 年 10 月～2022 年 9 月） 

     従業員数   ： 53 名 

     事業所、保管所延べ床面積：   372 m2 

     事務所、保管所延べ敷地面積： 4,685 m2 

（６）実施体制図 

  

 

 

 

 

   

  

 

 

・浄化槽保守 点検・清掃 ・浄化槽保守点検・清掃 ・一般廃棄物積替保管所 

・廃棄物収集運搬      ・廃棄物収集運搬               ・活動実績はないため 

 【本社管轄】         認証対象外 

 

 

代表者 

環境管理責任者 

環境会議 

本社 我孫子支店 取手支店 

営業部門 総務・経理部門 

布施保管所 
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２．認証・登録の対象組織・活動 

     認証・登録番号  ： 0006861   認証・登録日：2011 年 4月 6 日 

登録組織名    ： 株式会社 大山清運 

     関連事業所    ： 本社、我孫子支店（駐車場含む）、布施保管所 

     認証・登録対象外 ： 取手支店 （活動実績はないため対象外） 

                 

     活動： 

       ・浄化槽の保守点検・清掃･修理業 

       ・ビル･マンション等の汚水管清掃業 

       ・汚水・雑排水槽清掃業 

       ・宅地内排水管清掃業 

       ・地域合併処理場・終末処理施設・農業集落排水施設の維持管理業 

       ・一般廃棄物・産業廃棄物収集運搬業 

       ・樹木の消毒業 

    

３．許可の内容 

 ≪一般廃棄物処理業許可証≫       

市 区分 積替え

保管 

許可年月日 

有効期限年月日 

許可番号 許可品目 

柏市 収集・

運搬 

有（※） 令和 3 年 4 月 1 日 

令和 5 年 3 月 31 日 

収第29号 事業系一般廃棄物 

特定家庭用機器廃棄物 

臨時又は多量に発生した一般廃棄物 

無 

 

令和 4 年 4 月 1 日 

令和 6 年 3 月 31 日 

第 3号 浄化槽汚泥 

し尿（市が収集運搬委託するものを除

く） 

我孫子市 収集・

運搬 

無 令和 4 年 4 月 1 日 

令和 6 年 3 月 31 日 

第 1号 一般廃棄物 

（ごみ、浄化槽汚泥、し尿） 

つくば 

みらい市 

収集・

運搬 

無 令和 4 年 4 月 1 日 

令和 6 年 3 月 31 日 

第 188 号 事業系一般廃棄物 

守谷市 収集 

運搬 

無 令和 4 年 5 月 23 日 

令和 6 年 5 月 22 日 

第 214 号 可燃ごみ、プラスチック製包装容器 

  

 ※ 布施保管所 

一般廃棄物積替え保管場所  柏市布施 516 番地 

廃棄物の種類 可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ 

積替え保管方法 分別のための積替え及び保管 

最大積み上げ高さ ２ｍ 
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≪産業廃棄物収集運搬業許可証≫ 

県 区分 積替 

保管 

許可年月日 

有効期限年月日 

許可番号 許可品目 

千葉県 収集・

運搬 

無 令和 4 年 3 月 22 日 

令和 9 年 2 月 2 日 

第 01200044529 号 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ア

ルカリ、廃プラスチック類＊１ 

木くず、繊維くず、金属くず＊２、 

ガラスくず・コンクリートくず 

及び陶磁器くず＊１、 

がれき類＊３ 

茨城県 収集・

運搬 

無 令和４年 10 月 28 日 

令和 9 年 8 月 11 日 

第 0801044529 号 汚泥、廃油、廃プラスチック類＊

４、木くず、金属くず、 

ガラスくず・コンクリートくず 

及び陶磁器くず＊４、 

がれき類＊５ 

埼玉県 収集・

運搬 

無 令和 4 年 3 月 15 日 

令和 9 年 1 月 16 日 

第 01101044529 号 汚泥、廃酸、廃アルカリ 

  ＊１：石綿含有産業廃棄物を含み、自動車等破砕物を除く 

  ＊２：自動車等破砕物を除く 

  ＊３：石綿含有産業廃棄物を含む 

  ＊４：自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を除く 

  ＊５：石綿含有産業廃棄物を除く 

 

 ≪浄化槽清掃業許可証≫ 

 

 

 ≪浄化槽点検業者登録≫ 

県及び市 許可年月日 

有効期限年月日 

許可番号 

千葉県 令和 4 年 1 月 22 日 

令和 9 年 1 月 21 日 

千葉県知事（登 9）東地振第 11 号 

柏市 令和 4 年 1 月 22 日 

令和 9 年 1 月 21 日 

柏市（登１）第 23－42 号 

茨城県 平成 30 年 4 月 26 日 

令和 5 年 4 月 25 日 

茨 20第 504 号 

 

 

 

 

 

県及び市 許可年月日 

有効期限年月日 

許可番号 

柏市 令和 4 年 4 月 1 日 

令和 6 年 3 月 31 日 

第 3号 

我孫子市 令和 4 年 4 月 1 日 

令和 6 年 3 月 31 日 

第 11号 
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４．施設の状況 

   収集運搬 ： ２ｔ塵芥車          6 台 

          ３ｔ塵芥車          4 台 

          ４ｔ塵芥車          3 台 

          ２ｔパワーゲート付きダンプ車 1 台 （LPG 車） 

          ４ｔアームロール車      2 台 

 

   浄化槽清掃： ４ｔバキューム車       7 台 

          ３ｔバキューム車       1 台 

          ４ｔ高圧洗浄車        1 台 

          ４ｔ汚泥強力吸引車      1 台 

          ２ｔユニック車        1 台 

          ２ｔ消毒車          1 台 

          軽バン            12 台 

                    下水道巡回車         １台 

          軽トラック          ２台 

 

 
  塵芥車                   高圧洗浄車  

 

 

５．処理実績 

 

   ≪受託した収集運搬量≫   令和 3年度（2021 年 10 月～2022 年 9 月） 

廃棄物 廃棄物等種類 処理量  

産業廃棄物 
汚泥・廃プラスチック類・金属くず  453t 

混合廃棄物・木くず  157m3 

一般廃棄物 ごみ・し尿・浄化槽汚泥 20,935ｔ 
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   ≪環境への負荷≫ 

 令和 2 年度 令和 3 年度 

二酸化炭素排出量 Kg-CO2 336,296 334,319 

軽油使用量 ℓ 109,531 107,603 

電力使用量 KWh 32,562 33,389 

ガソリン使用量 ℓ 13,750 13,914 

LPG 使用量 Kg 2,080 3,181 

上水使用量 ｍ３ 328 315 

地下水 ｍ３ 未測定 未測定 

化学物質使用量（PRTR 対象物質） ｔ 0 0 

消毒剤 ｔ 5.52 5.30 

物質使用量 ｔ 0.33 0.5 

   ・購入電力の二酸化炭素排出係数 東京電力エナジーパートナー(株) 

  令和 2年度は、平成 28 年度実績（H29.12.21 公表）調整後排出係数 

   0.474 kg-CO2／kWh を使用。 

   令和 3年度は、令和 3年度実績（R3.1.7 公表）調整後排出係数 

   0.442 kg-CO2／kWh を使用。 

・地下水を使用しているが、メーターがなく使用量が未測定であり、手洗い、洗濯等で 

使用量は少量のため水使用量(排水量)には含めていない。 

・二酸化炭素排出量は、軽油、ガソリン、電力、LPG、灯油の使用量換算値の合計。 

 

 

６．廃棄物の処理料金 

   収集運搬料金につきましては種類、量、距離により計算いたします。 

   当社営業部（TEL:04-7165-3377）までご相談ください。 

無料にてお見積りいたします。 
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７．環境経営目標 
   2022 年 10 月 19日に目標、目標値を見直し目標値改訂。 

環境目的 環境経営目標 基準年度 基準値 令和３年度目標 令和４年度目標 令和５年度目標 

二酸化炭素

排出量削減 

二酸化炭素 

排出量削減 

 

令和２年度 

二酸化炭素排出量実績  

332,296 Kg-CO2/年 

332,000 kg-CO2／

年以下 

 

328,900 kg-CO2／

年以下 

325,600 kg-CO2／

年以下 

軽油使用量削減 令和２年度 

軽油使用量実績 

109,531 ℓ/年 

108,420 ℓ／年 

以下 

107,340 ℓ／年 

以下 

106,250 ℓ／年 

以下 

ガソリン使用量 

削減 

令和２年度 

ガソリン使用量実績

13,750 ℓ/年 

13,620 ℓ／年 

以下 

13,500 ℓ／年 

以下 

13,320 ℓ／年 

以下 

電力使用量削減 令和２年度 

電力使用量実績 

35,562 kWh/年 

32,400 kWh／年

以下 

26,000 kWh／年

以下 

34,200 kWh／年 

以下 

廃棄物削減 OA 用紙使用量 

削減 

令和２年度 

OA 用紙購入量 

実績 390 kg/年 

削減活動実施 

380 kg／年以下 

削減活動実施 

450 kg／年以下 

削減活動実施 

450 kg／年以下 

水使用量 

削減 

水使用量の 

節水活動を実施 

令和２年度 

水使用量実績 

328 ｍ３/年 

節水活動実施 

325 ｍ３/年以下 

節水活動実施 

320 ｍ３/年以下 

節水活動実施 

318 ｍ３/年以下 

化学物質 

管理 

化学物質の管理 ― 保管管理の徹底。

施錠実施 

保管管理の徹底。

施錠実施 

保管管理の徹底。

施錠実施 

環境保全 浄化槽の保守 

点検による環境 

保全・知識普及 

― 啓発資料の作成、

資料パンフレット

の配布 

啓発資料の作成、

資料パンフレット

の配布 

啓発資料の作成、

資料パンフレット

の配布 

環境保全 地域活動の推進 ― エコキャップ回収

活動実施、手賀沼

清掃活動実施 

エコキャップ回収

活動実施、手賀沼

清掃活動実施 

エコキャップ回収

活動実施、手賀沼

清掃活動実施 

  ・購入電力の二酸化炭素排出係数 東京電力エナジーパートナー(株)令和１年度実績 

（R3.1.7 公表）調整後排出係数 0.442  kg-CO2/kWh 使用。 

   ・二酸化炭素排出量削減目標値は、軽油、ガソリン、電力、LPG、灯油使用量の二酸化炭素

換算値の合計で設定した。 

  ・地下水を使用しているが、メーターがなく、作業着洗濯等に使用するが使用量は少ないため 

水使用量に含めていないが節水活動は実施する。 

  ・令和 3 年度環境目標は令和 2 年度環境経営目標をそのまま間継続し、 

環境会議で令和２年度実績及び事業拡大により人員増、車両増による使用量の増加、 

及び今後の見通しを考慮して目標値を策定した。 
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８．環境経営目標の実績及び次年度環境経営目標 
令和３年度実績（2021 年 10 月～2022 年 9 月） 

環境経営目標 基準年度 

基準値 

令和 3年度 達成

評価 年度目標値 実績 

二酸化炭素 

排出量削減 

令和２年度 

二酸化炭素排出量実績  

336,296 Kg-CO2/年 

累積二酸化炭素排出量 

目標値  

332,000Kg-CO2／年以下 

334,319 Kg-CO2／年 

達成度 99 ％ × 

令和２年度 

軽油使用量実績 

109,531 ℓ/年 

累積軽油使用量目標値 

108,420 ℓ／年以下 

107,603 ℓ／年 

達成度 101 ％ ○ 

令和２年度 

ガソリン使用量実績

13,750 ℓ/年 

累積ガソリン使用量 

目標値  

13,620 ℓ／年以下 

13,914 ℓ／年 

達成度 98 ％ × 

令和２年度 

電力使用量実績 

32,562 kWh/年 

累積電力使用量目標値  

32,400 kWh／年以下 

33,389 kWh／年 

達成度 97 ％ × 

廃棄物削減 令和２年度 

OA 用紙購入量 

実績 390 kg/年 

累積 OA 用紙購入量 

目標値  

380 kg／年以下 

500 kg／年  

達成度 68 ％ × 

水使用量削減 令和２年度 

水使用量実績 

328 ｍ３/年 

累積水使用量目標値 

325 ｍ3／年以下 

315 m3／年 

達成度 103  ％ ○ 

化学物質管理 ― 管理の徹底 施錠実施 ○ 

環境保全 ― 浄化槽の保守・点検に 

よる環境保全・知識普及 

啓発資料作成・配布 

 
○ 

環境保全 ― エコキャップ回収活動 

実施 

手賀沼清掃活動実施 

エコキャップ回収 

活動通年実施 

手賀沼清掃活動コロ

ナ禍のため未実施 

○ 

｢○｣･･･目標値達成  「×」･･･目標値未達成  

年度末目標値達成度 95％以下のとき是正処置報告書を発行し是正処置を行う。 

 

１．二酸化炭素排出量削減は、ガソリン使用量削減、電力使用量削減、OA 用紙購入量は、 

令和３年度年度末累積目標値達成。 

  新規事業を開始したため電力、燃料使用量が増加した。 

  今後も化石燃料、電気使用量の削減活動を推進する。 

２．OA 用紙使用量は、主に浄化槽検査書作成等に使用するが、令和３年度は、 

新規事業開始により報告書等提出書類が増加した。 

３．環境活動は浄化槽の環境保全・知識の普及活動、手賀沼清掃活動。 

今後も活動を継続する。 

４．化学物質は PRTR 制度対象品がないため目標値は設定していない。 

浄化槽放流水消毒剤の施錠管理実施。 
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９．環境活動計画の取組結果と評価、次年度の取組内容 
 
取組み項目 活動計画の取組内容 取

組 
結
果 

評価と次年度の取組 

二酸化炭素排出量の削減  目標値達成度： 99 ％ 

 軽油使用量

削減 

ガソリン 

使用量削減 

エコドライブ、アイドリング

ストップの徹底 

◎ ・エコドライブ・アイドリングストップは徹

底されてきた。 

・エアコンの適正温度運転は適性に 

 実施されている。 

≪次年度の取組み≫ 

・次年度も同じ取組内容を継続する。 

 

ルートの見直し ○ 

電力使用量

削減 

使用していない部屋の電気を

こまめに消す 

◎ 

エアコンの適正温度での運転 ◎ 

パソコン等夜間休日は消す ◎ 

廃棄物の削減  目標値達成度： 68 ％ 

 OA 用紙 

購入量削減 

ミスコピーの削減 ○ ・令和 3 年度は、一般廃棄物処理の新規事業

を開始したため提出書類等の作成枚数が増

加し購入量が増加したが、ミスコピー削

減、両面コピー実施は徹底されている。 

・コピー後のリセットの徹底は定着した。 

両面コピーの徹底 ○ 

  

  ≪次年度の取組み≫ 
・次年度も同じ取組内容を継続する。 
 

水使用量削減  目標値達成度： 103 ％ 

 水使用量 
削減 

節水教育の実施 ◎ ・漏水チェックは実施しているが、 

漏水は発生していない。 

・節水教育で節水意識は向上した。 

・節水は定着してきた。 

≪次年度の取組≫ 

・次年度も同じ取組内容を継続する。 

 

洗車・手洗い時、洗い物は 
節水を励行 

○ 

こまめに止水する ○ 

漏水チェック実施 ◎ 

  

   

化学物質の管理 施錠・管理実施の徹底 ◎ ・管理のため施錠は実施。 

≪次年度の取組≫ 

・次年度も同じ取組内容継続する。 

 

  

浄化槽の保守・ 

点検による環境

保全、浄化槽知

識の普及 

啓発資料の作成 ○ ・浄化槽に関する資料・パンフレットを配

布。 

・環境経営レポート、浄化槽に関するパンフ

レットは、事務所入り口に置き、訪問者が

持っていけるようにしている。 

≪次年度の取組≫ 

・次年度も同じ取組内容を継続する。 

 

 

資料・パンフレットの配布 ◎ 

  

地域活動の推進 エコキャップ回収活動の実施 ◎ ・体験教育は依頼がなかった。 

・手賀沼清掃活動は、コロナ禍のため不参加。 

・エコキャップ回収活動は通年実施。 

≪次年度の取組≫ 

・次年度も同じ取組内容を継続する。 
 

手賀沼清掃活動の実施 × 

小学校職場体験教育の受入 × 

会社周りの道路清掃の実施 ◎ 

  

「◎」･･･実施  「○」･･･概ね実施  「△」･･･一部課題あり  「×」･･･未実施 
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１０．環境関連法規の遵守、違反・訴訟等の有無 
   ・弊社に適用される主な環境関連法規制等は次の通りです。 

環境関連法規名 主な規制内容 遵守 

浄化槽法 浄化槽清掃業許可、浄化槽保守点検業登録 

浄化槽管理士の設置、標識の掲示、帳簿の備付け等 

使用している浄化槽の点検・清掃及び 11 条検査 

問題なし 

廃棄物処理法 一般廃棄物処理業及び産業廃棄物収集運搬業許可 

産業廃棄物管理票、委託契約書の送付・保存等管理 

問題なし 

自動車 NOｘ・PM 法 排出基準の遵守 問題なし 

貨物自動車運送事業法 運行管理者の選任、アルコールチェック 問題なし 

道路交通法 日常点検整備、安全運転管理者の選任 問題なし 

グリーン購入法 グリーン購入 問題なし 

PRTR 法 化学物質の管理 問題なし 

フロン排出抑制法 エアコンの簡易点検実施 問題なし 

農薬取締法 樹木消毒剤の使用 問題なし 

酸素欠乏症等防止規則 作業の酸欠、硫化水素濃度の測定 問題なし 

当社が約束した取り決

めた事項 

なし ― 

 

適用される環境関連法規等の遵守状況を 2022 年 9 月 30 日に実施しましたが、 

  違反はありませんでした。 

なお関係当局よりの違反等の指摘は過去 3 年間ありません。 

近接地域、利害関係者からの苦情、訴訟等もありません。 

 

１１．代表者による全体の評価と見直し結果 
    2022 年 10月 19 日に代表者による全体の評価と見直しを開催。 

下記の評価と指示があった。 

・進捗管理表で毎月数値を把握し、活動を監視していることは定着してきた。 

今後も継続し、削減活動を推進すること。 

・令和４年は、事業拡大を開始したが、活動状況に合わせ目標値を上方修正したが、 

軽油使用量削減、電力使用量削減目標の年度末累積目標値は目標値未達成となった。 

      令和４年は設定した目標値達成に向けて活動を推進すること。 

     ・環境負荷の削減に努め、OJT 教育等で新人教育を実施すること。 

     

≪指示事項≫ 

     令和４年度環境経営目標、目標値は、令和 3年度実績及び今後の見通しから 

策定すること。 

目標値達成に向けて削減活動を推進すること。 

              

１２．環境活動 

   ・地域の環境保全活動として手賀沼清掃活動は、コロナ禍のため今年度の清掃活動に 

参加できなかった。今後も手賀沼清掃活動は継続する。 

   ・エコキャップ回収活動は環境活動の一環として実施している。 

   ・会社周りの道路清掃を継続する。 
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次年度以降の環境目標・環境経営活動計画 

令和４年の環境経営目標、目標値は「令和 3 年度～令和 5 年度環境経営目標・環境経営 

  活動計画書」の環境経営目標、目標値とする。 

令和 4 年の活動計画の取組内容は下表による。 

 
取組み項目 活動計画の取組内容 担当者 頻度 

二酸化炭素排出量の削減   

 軽油使用量削減 

ガソリン使用量削減 

エコドライブ、アイドリングストップの徹底 作業者 毎日 

ルートの見直し 作業者 毎日 

電力使用量削減 使用していない部屋の電気をこまめに消す 作業者 

総務 

毎日 

エアコンの適正温度での運転 毎日 

パソコン等夜間休日は消す 毎日 

廃棄物の削減   

 OA 用紙 

購入量削減 

ミスコピーの削減 総務 毎日 

両面コピーの徹底 毎日 

水使用量削減   

 水使用量削減 節水教育の実施 総務 都度 

洗車・手洗い時、洗い物は節水を励行 作業者 
総務 

毎日 

こまめに止水する 毎日 

漏水チェック実施 総務 月毎 

化学物質の管理 管理実施、施錠の徹底 作業者 毎日 

浄化槽の保守・点検による 

環境保全、 

浄化槽知識の普及 

啓発資料の作成 総務 都度 

資料・パンフレットの配布 作業者 

営業 

都度 

地域活動の推進 エコキャップ回収活動の実施 全員 毎日 

手賀沼清掃活動の実施  計画時 

小学校職場体験教育の受入  依頼時 

会社周りの道路清掃の実施 全員 月 1 回 

 


